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作成日 2019年9月30日 承認

改訂日 2020年10月7日

１） 事業者名及び代表者名

　　岡本組株式会社

　　代表取締役　岡本　貴幸

２） 　所在地

本社・倉庫

〒470-0207　愛知県みよし市福谷町堂ノ後65番地1

　　TEL： 　0561-36-0578

　　FAX：　 0561-36-1500

３） 事業の概要

　　一般建設業　（土木、とび・土工、石、鋼構造物、舗装、しゅんせつ、水道施設、解体）

　　愛知県知事許可　（般-30）第58773号

４） 事業規模

　　資本金　：　　1,000万円

　　従業員　：　　　10名　　

　　床面積　：　　121.28㎡

５） 環境管理責任者

　　岡本　貴幸

　　連絡先　：　所在地に同じ

６） 対象範囲

　　全組織・全活動

７） レポートの対象期間及び発行日

　　対象期間　：　2022年10月～2023年9月

　　　 発行日　：　2023年 12月 20日
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組織の概要

　組織・活動の概要及び対象範囲
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総務部 建設部

（認証登録対象外）
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承認 作成

2019年10月1日 2020年10月7日

環境管理責任者 環境管理事務局

推進体制

　１．推進組織

代　　表　　者

岡本　貴幸

岡本　貴幸 岡本　理恵

5名 5名

・実施体制の構築

・環境活動実施状況の確認と見直し
代表者（社長）

環境管理責任者

・環境経営システムを構築・運用・維持し、その状況を代表者に報告

　2．役割と責任・権限

・環境経営方針の策定、及び従業員への周知

・経営資源（人員・設備・費用）の準備

・経営における課題とチャンスの明確化

外注業者

全社員

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自分の役割を理解し、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境管理事務局

・環境経営レポートの作成

・環境管理文書・記録の作成と保管

・環境活動のデータ収集と実績まとめ

・外部とのコミュニケーション及び記録
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＜環境経営理念＞

＜行動指針＞

環境関連法規や当社が約束したことを尊守します。

制定日：2019年9月30日

代表取締役　岡本　貴幸
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（2）廃棄物の分別を徹底し、再資源化に努めます。

（3）水資源の保全のため節水します。

（4）グリーン品の購入を推進します。

（5）環境に配慮した工事施工に努めます。

環境経営方針

　岡本組株式会社は、深刻化する地球環境問題に影響があることを認識し、環境に配慮し
た道路工事・造成工事などの事業活動を推進することにより、環境負荷の低減の実現に少
しでも貢献できるよう社員一丸となり、自然との共生・事業の発展を両立させるための努
力を惜しむことなく、自主的・積極的に取り組みます。

次の事項について環境経営目標・環境経営計画を定め、環境経営の継続的改善を図ります。

（1）電力や燃料等による二酸化炭素の排出量削減に努めます。
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※ 1．二酸化炭素排出係数については、中部電力株式会社の2021年度調整後排出係数 0.406（kg-CO2/ｋWh)を使用した。

2．化学物質の使用はなし。
3．LPGは使用しているが、僅少である。　基準年（2021年度）のLPGによるCO2排出量は ｋg-CO2 である。
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39

139

基準比　98％ 基準比　97％

9.8

廃棄物排出量
の削減

100%
リサイクル率

(コンクリート塊、Ａｓ・Ｃｏ塊を対象とする)

原単位(kWh/百万円)

17.6

58,685

179.1

発生量

電力使用量の
削減

1,108

3.4

（kg-CO2）

ガソリン使用量（現場・事務所）（ℓ）

排出量合計

（kg-CO2）

CO2排出量

原単位(ℓ/百万円）

水使用量の削
減

産業廃棄物

二酸化炭素排
出量の削減

CO2排出量
1,304

基準比　99％

(kg)

56

0.17

化石燃料使用
量の削減

排出量削減

167,547

168,890

一般廃棄物

338.5ｔ

環境経営目標

水道水

原単位(ℓ/百万円）

5,768

軽油（工事現場）（ℓ）

原単位(ℓ/百万円）

灯油（工事現場・事務所）（ℓ）

3,211総電力量（事務所）(kWh) 

承認

環　境　経　営　目　標

単位

基準値
2021年度

2019年10月1日

2024年度

実績

作成
年月日 年月日

2023年2月22日

目標値 目標値

2022年度 2023年度

無農薬除草

低騒音・低振動の建設機械の使用

目標値

使用量(m3）

原単位(m3/百万円）

（kg-CO2）

9.7 9.6 9.5

17.4

177.3

3.4

17.2

175.5

3.3

17.1

173.7

3.3

製品・サービス
への環境配慮 環境に配慮した

工事施工

グリーン購入の
推進

事務用品・建設資材 環境に配慮した製品の購入に努める

0.17 0.17 0.16

1件 1件 1件

全件 全件 全件

138 136 135

100% 100% 100%
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2022年度（2022年10月～2023年9月）の環境経営計画

・冷房の設定温度を28℃程度と定期的フィルター清掃

・夏季においては、すだれ等を取付け直射日光を防ぐ

・夏季においては、外気温が30度以下時は、窓を開放して風通しを良くする

・不在時、昼休みの消灯とOA機器の省電力設定

・屋外の照明は人感センサーを使用

・現場への移動は乗り合いを徹底 ガゾリン 現場

・エコドライブ、アイドリングストップの実施 ガソリン 現場・事務所

・作業規模に応じた規格の建設機械を選定し燃料消費を抑える 軽油 現場

・冬期の暖房器具の負荷低減での使用を徹底 灯油 事務所

・退室時の消火確認 灯油 事務所

・廃棄物の種類及び排出量の把握

・新聞、ダンボール等の分別・再資源化の徹底

・コピー用紙の削減（両面コピー・裏紙活用）

・ごみは、可能な限り圧縮し、ごみ袋の使用量削減　

・建設産業廃棄物の分別の徹底（工事現場）

・建設産業廃棄物（コンクリート塊、As・Co塊、建設発生木材、その他）のリサイクル化促進

・雨水貯留タンクによる雨水利用

・日常的なこまめな節水の励行

・ホースに手元バルブを取付け、流し放しを防ぐ

・無農薬除草の実施 事務所

・低騒音・低振動建機の使用 現場

・事務用品・建設資材等のグリーン購入の推進 事務所・現場
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水使用量の削減

製品・サービス
への環境配慮

製品・サービスへの環境配慮

水道水

環境経営目標

二酸化炭素排出量の削
減

電力使用量の削減

化石燃料使用量の削
減

廃棄物の削減

一般廃棄物

産業廃棄物

環境経営計画 担当部門

夏季

通年

事務所

通年

対象期間

通年

事務所

通年 現場

通年 事務所

通年



A-6

※ 1．二酸化炭素排出係数については、中部電力株式会社の2021年度調整後排出係数 0.406（kg-CO2/ｋWh)を使用した。

2．化学物質の使用はない。
3．LPGによるCO2排出量： ｋg-CO2　　2022年10月～2023年9月）
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未達成

未達成

47,417

274

1,022

5.9

未達成

未達成

99% 9.7

138,760

100%

一般廃棄物

168,890

排出量

（kg-CO2）
ガソリン使用量（現場・事務所）（ℓ）

138

（コンクリート塊、Ａｓ・Ｃｏ塊を対象とする）

排出量合計

（kg-CO2）

4,600

26.6

5,982

34.6

162

環境経営目標

205

0.17原単位(m3/百万円）

3,211

9.8

5,768

17.6

58,685

179.1

1,108

3.4

56

原単位(ℓ/百万円）

原単位(kWh/百万円)

リサイクル率

139

総電力量（事務所）(kWh) 

環境に配慮した
工事施工

二酸化炭素排出
量の削減 化石燃料使

用量の削減

電力使用量
の削減

廃棄物排出量の
削減

産業廃棄物

未達成

原単位(ℓ/百万円）

灯油（工事現場・事務所）（ℓ）

CO2排出量
167,547

99% 17.4
原単位(ℓ/百万円）

軽油（工事現場）（ℓ）
177.399%

99%

3.499%

(kg)

水使用量の削減 水道水 0.17

無農薬除草 1件製品・サービスへ
の環境配慮

140,833

1件

承認 作成
年月日 年月日

環境経営目標の達成状況

（kg-CO2）

2023年12月20日 2023年12月8日

1,868

単　　　位
基準値

2021年度（2021年10月～2022年9月）

期間実績

1,304
CO2排出量

達成状況基準比

2022年度（2022年10月～2023年9月）

期間目標値 期間実績値

達成

低騒音・低振動の建設機械の使用 全件 全件 達成

100% 達成
338.5ｔ

100%

108.00

0.62

20.44ｔ

100%

99%
使用量(m3）

未達成
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環境経営計画と実施状況の評価、今後の取組

・冷房の設定温度を28℃程度と定期的フィルター清掃

・屋外の照明は人感センサーを使用

・夏季においては、外気温が30度以下時は、窓を開放して風通しを良くする

・不在時、昼休みの消灯とOA機器の省電力設定

・夏季においては、すだれ等を取付け直射日光を防ぐ

・現場への移動は乗り合いを徹底

・エコドライブ、アイドリングストップの実施

・作業規模に応じた規格の建設機械を選定し燃料消費を抑える

・冬期の暖房器具の負荷低減での使用を徹底

・退室時の消火確認

・廃棄物の種類及び排出量の把握

・新聞、ダンボール等の分別・再資源化の徹底

・コピー用紙の削減（両面コピー・裏紙活用）

・ごみは、可能な限り圧縮し、ごみ袋の使用量削減　

・建設産業廃棄物の分別の徹底（工事現場）

・雨水貯留タンクによる雨水利用

・日常的なこまめな節水の励行

・ホースに手元バルブを取付け、流し放しを防ぐ

・エコマーク事務用品の購入

・環境負荷の少ない資材の調達

・無農薬除草の実施

・低騒音・低振動建機の使用

〇できた　△あまりできなかった　×できていなかった
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△

〇

〇

〇

〇

燃料削減へ意識することがで
きた。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

水使用量の削
減

水道水

製品・サービス
への環境配慮

グリーン購入の
推進

産業廃棄物

環境に配慮した
工事施工

継続する。

継続する。

継続する。

2023年12月8日

承認 作成

年月日 年月日

2023年12月20日

次年度の取組

継続する。

継続する。

継続する。

継続する。

担当部門

事務所

エコマークのある事務用品を
推奨し購入した。

雑巾や雨具はまとめて洗うよ
う努めた。

△

〇

ヤギの成長により除草量が増
えた。

〇

〇

△

〇

〇

環境経営目標

廃棄物の削減

実施状況の評価環境経営計画

二酸化炭素排
出量の削減

電力使用量の削
減

化石燃料使用量
の削減

△

〇

〇
一般廃棄物

・建設産業廃棄物（コンクリート塊、As・Co塊、建設発生木材、その他）の
リサイクル化促進（工事現場） 〇

夏季においてはできるだけ窓
を開放した。エアコン使用時
にはシーリングファンで室温を
循環させた。

分別・再資源化に努めた。

建設工事から出た産業廃棄
物の分別とリサイクル化に取
り組んだ。

現場

事務所

事務所

事務所

現場

事務所

現場

事務所・現場

現場

事務所

現場
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改訂日：

承認
年月日

環境関連法規等一覧及び遵守状況の確認

法　令　等 確認内容 遵守状況 担当部門

一
般

廃棄時 適合 事務所

委託契約書の保管 適合

委託契約書及び許可
証の確認、マニフェ
スト発行と発行状況
報告（毎年6月末ま
で）

適合

愛知県産業廃棄物適正処理条例 産業廃棄物 処理状況確認 委託先確認 適合

建設リサイクル法 建設廃棄物 分別解体と再資源化

分別解体と再資源化
（コンクリート、ア
スファルト、木
材）、説明書等の届
出、愛知県建設副産
物リサイクルガイド
ライン準拠

適合

騒音規制法 騒音基準 特定建設作業

特定建設作業実施の
届出（規模以上の空
気圧縮機、バックホ
ウ等使用作業）、規
制基準遵守

適合

振動規制法 振動基準 特定建設作業

特定建設作業実施の
届出（ブレーカー使
用作業等）、規制基
準遵守

適合

愛知県民の生活環境保全条例 騒音 特定建設作業、車両

特定建設作業実施の
届出（てん圧機等使
用）、従業員へのア
イドリングストップ
指導

適合

砂防法
土地の形状
変更

規制対象地 土地の形状変更工事 適合

資源の有効な利用の促進に係る
法律（リサイクル法）

廃棄時 該当なし

使用済自動車の再資源化に関す
る法律（自動車リサイクル法）

使用済自動
車

廃車時 該当なし

家電リサイクル法 購入物品 廃棄時 該当なし
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2023年4月13日

規制対象 規　制　内　容

廃棄物

適正分別と保管場所の確保分別排出と許可業者
への依頼

産業廃棄物の保管基準（掲示板の設置など）、
委託契約書の管理（5年間保存）

指定商品のリサイクル化への協力

使用自動車の引取業者への適正な引き渡し

処理業者への委託、廃棄物管理票（マニ
フェスト）、産業廃棄物運搬・搬入の実績
報告（県・市）

パソコン等

産
業

使用済特定家電（テレビ、洗濯機・乾燥機、冷
蔵庫・冷凍庫、エアコン）の引取業者への適正
な引き渡し

廃棄物の処理及び清掃に関する
法律（廃掃法）

環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局より違反等の指摘はありません。

確認
年月日

2023年4月12日

現場

事務所
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作成　2023年12月9日
承認　2023年12月20日

　環境管理責任者報告

№ 項　目

１ 環境目標の達成状況

２ 是正及び予防処置に関する情報

３ 法規制等に関する情報

４ その他、必要な情報

５

　代表者の指示事項

変更の必要性

あり なし

１ 環境経営方針 ○

２ 環境経営目標及び環境経営計画 ○

３ 実施体制 ○

４
その他、環境経営システムに関

すること
○
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　　代表者による全体の評価と見直し・指示記録

仕事量の増減による変動が大きい
が、現状の推移を暫く見ながら、改
善すべき点は見直しを検討したい。

現在のところ組織に変更はない。

自社の環境に配慮した取り組みを外
部にも積極的に発信していきたい。

№ 項　目 指示内容

各人が自分の役割分担を自覚して、
本社が目指す環境に配慮した活動の
取り組みを進めてほしい。

報告内容

電気・水の使用量の削減目標を達成することができなかった
が、全社員の意識は継続できていると感じている。

仕事の内容により環境負荷の変動が大きいが、現状の推移を
見ながら施工方法の改善すべき点は見直しを検討したい。

環境関係法規の違反は一件も発見されていません。
各方面からの訴訟等はありません。
地域からの苦情は確認されていません。


